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を
推
進
す
る
こ
と
で
す
。

　

ま
た
、
町
民
の
視
点
に
立
っ
た
よ
り
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
や
成
果
を
踏
ま
え
な

が
ら
、
町
民
満
足
度
の
向
上
を
図
り
、
町
民
の
参
画
と
協
働
に

よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
展
開
を
図
る
と
と
も
に
、
関
連
す
る
事
業

間
で
の
調
整
や
新
た
な
手
法
の
積
極
的
な
導
入
や
コ
ス
ト
削
減

な
ど
、
効
果
的
・
効
率
的
な
事
業
運
営
に
努
め
る
よ
う
求
め
ま

し
た
。

　

さ
ら
に
、
先
例
や
慣
習
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
全
て
の
事

業
の
見
直
し
を
行
い
、
新
し
い
観
点
で
判
断
す
る
と
と
も
に
積

極
的
な
財
源
確
保
に
努
め
、
将
来
の
財
政
負
担
に
十
分
配
慮
す

る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

主
要
事
業
の
概
要

主
要
事
業
の
概
要

若
者
定
住
促
進
住
宅
事
業

　

少
子
、
高
齢
化
の
進
展
す
る
当
町
に
若
者
世
帯
を
呼
び
込
む

こ
と
で
地
域
社
会
の
活
性
化
を
促
す
た
め
、
引
き
続
き
町
内
に

新
た
に
住
宅
を
取
得
す
る
若
者
夫
婦
世
帯
等
に
対
し
て
補
助
金

を
交
付
す
る
と
と
も
に
、「
旧
雇
用
促
進
住
宅
野
上
宿
舎
跡
地
」

を
活
用
し
て
若
者
の
定
住
化
を
推
進
し
ま
す
。

蓬
莱
島
公
園
整
備
事
業

　

県
か
ら
譲
与
さ
れ
た
蓬
莱
島
と
そ
の
周
辺
地
域
に
つ
い
て
、

　

基
本
構
想
に
掲
げ
ら
れ
た
、
当
町
が
施
策
を
実
施
す
る
う
え

で
の
５
つ
の
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理
念

・
若
い
世
代
が
定
住
す
る
ま
ち
づ
く
り

・
安
心
と
安
全
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

・
美
し
い
自
然
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

・
地
域
の
支
え
合
い
と
思
い
や
り
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

・
町
民
と
の
協
働
と
参
画
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

に
基
づ
き
「
は
つ
ら
つ
長
瀞
」
の
実
現
を
目
指
し
、
効
率
的
か

つ
重
点
的
に
重
要
度
の
高
い
事
業
に
集
中
し
て
、
ま
ち
づ
く
り

平
成
27
年
度
に
つ
い
て
は
、
遊
歩
道
、
ト
イ
レ
、
駐
車
場
な
ど

を
整
備
い
た
し
ま
す
。
公
園
と
し
て
整
備
す
る
こ
と
で
、
新
た

な
観
光
資
源
と
し
て
活
用
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

幹
線
１
号
線
（
南
桜
通
り
）
整
備
事
業

　

こ
れ
ま
で
長
年
の
懸
案
事
業
と
な
っ
て
い
た
通
称
「
南
桜
通

り
」
の
改
良
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
町
道
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、

適
正
か
つ
安
全
な
道
路
管
理
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

基
本
計
画
の
項
目
別
施
策
の
概
要

基
本
計
画
の
項
目
別
施
策
の
概
要

【
快
適
な
環
境
と
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
】

　

町
道
の
整
備
で
は
、
南
桜
通
り
を
含
め
た
町
道
５
路
線
の
改

良
事
業
を
は
じ
め
、
舗
装
修
繕
な
ど
の
維
持
管
理
を
行
う
ほ
か
、

新
た
に
道
路
法
の
改
正
に
伴
う
道
路
施
設
点
検
事
業
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

　

交
通
安
全
対
策
で
は
、
危
険
箇
所
へ
の
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
、

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
、
道
路
照
明
灯
を
設
置
す
る
な
ど
交
通
安
全
施

設
の
整
備
を
図
り
ま
す
。

　

町
営
住
宅
に
つ
い
て
は
、
塚
越
団
地
の
外
壁
等
の
改
修
を
引

き
続
き
実
施
し
ま
す
。

　

防
災
、
危
機
管
理
に
つ
い
て
は
、
地
域
防
災
計
画
改
訂
事
業

や
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
作
成
事
業
を
新
た
に
進
め
る
ほ
か
、

消
防
団
資
機
材
の
充
実
、
消
防
施
設
や
防
災
行
政
無
線
の
維
持

管
理
を
図
る
な
ど
、
災
害
に
備
え
た
事
業
に
も
こ
れ
ま
で
と
同

様
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

環
境
衛
生
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
上
下
水
道
、
し
尿
処
理
、

市
町
村
整
備
型
浄
化
槽
、
ご
み
処
理
経
費
を
負
担
す
る
ほ
か
、

秩
父
圏
域
内
の
水
道
事
業
統
合
に
向
け
た
経
費
や
新
火
葬
場
建

設
経
費
を
負
担
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
温
暖
化
対
策
事
業
と
し
て
住
宅
の
太
陽
光
発
電
シ
ス

テ
ム
設
置
に
引
き
続
き
助
成
し
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
役
場
庁
舎
に
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
導
入
推

進
事
業
補
助
金
を
活
用
し
、
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
、
蓄
電
シ

ス
テ
ム
等
設
備
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

【
健
康
で
生
き
が
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
】

　

社
会
福
祉
の
充
実
に
お
い
て
は
、
障
害
者
自
立
支
援
給
付
費

事
業
を
は
じ
め
、
子
育
て
支
援
事
業
や
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
事

業
な
ど
を
進
め
て
い
く
ほ
か
、
こ
ど
も
医
療
、
ひ
と
り
親
家
庭

等
医
療
、
重
度
心
身
障
害
者
医
療
、
い
わ
ゆ
る
福
祉
３
医
療
の

施
政
方
針

施
政
方
針

長
瀞
町
長　

長
瀞
町
長　

大大  

澤澤  

タタ  

キキ  

江江

　

３
月
10
日
㈫
に
開
会
さ
れ
た
第
１
回
町
議
会
定
例
会

で
、
町
長
が
新
年
度
に
あ
た
っ
て
の
町
政
運
営
に
関
す

る
基
本
的
な
考
え
方
、
予
算
の
編
成
方
針
や
主
要
な
施

策
の
概
要
な
ど
に
つ
い
て
述
べ
た
施
政
方
針
の
要
旨
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

予
算
編
成
の
方
針

予
算
編
成
の
方
針

快適な環境と安心して暮らせるまちづくり
事　業　名 金　　額

定住促進事業 7,073万3千円
温暖化対策事業 258万9千円
下水処理事業 2億6,999万4千円
し尿処理事業 4,622万6千円
合併処理浄化槽設置整備事業 1,251万8万円
上水道事業 1,857万1千円
蓬莱島公園整備事業 6,000万円
道路維持補修事業 641万円
交通安全施設整備事業 200万円
道路施設点検事業 1,000万円
道路新設改良事業 6,485万1千円
町営住宅長寿命化改善事業 1,104万8千円
幹線１号線（南桜通り）整備事業 5,100万円
若者定住促進住宅整備事業 205万5千円
非常備消防事業 1,445万7千円
防災無線維持管理事業 468万8千円
地域防災計画改訂・ハザードマップ作成事業 833万8千円
避難行動要支援者名簿作成事業 396万3千円

健康で生きがいのあるまちづくり
事　業　名 金　　額

福祉関係計画策定事業 321万5千円
障害者自立支援給付費事業 1億2,844万7千円
社会福祉協議会補助事業 2,768万円
シルバー人材センター補助事業 1,030万円
老人福祉施設運営事業 304万8千円
国民健康保険事業 7,816万4千円
重度心身障害者医療費支給事業 2,228万7千円
ひとり親家庭等医療費支給事業 308万5千円
後期高齢者医療事業 1億767万8千円
介護保険事業 1億602万6千円
児童保育事業 1億4,863万2千円
放課後児童クラブ事業 1,670万8千円
子育て支援事業 359万4千円
児童手当事業 1億1,071万1千円
こども医療費支給事業 1,678万3千円
ちちぶ医療協議会事業 1,000万円
成人健康推進事業 999万3千円
予防接種事業 1,660万6千円
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ま
す
。

　

商
工
業
に
つ
い
て
は
、
中
小
企
業
者
が
経
営
に
必
要
な
資
金

を
借
り
入
れ
た
場
合
の
利
子
補
給
や
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
等
資
金

の
助
成
を
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
当
町
は
埼
玉
県
を
代
表
す
る
観
光
地
で
す
が
、
観
光

客
の
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
な
ど
に
対
応
す
る
た
め
、
観
光
情
報
館

を
中
心
に
多
彩
な
観
光
情
報
の
提
供
を
行
う
ほ
か
、
桜
や
観
光

施
設
の
維
持
管
理
等
を
行
い
、
更
な
る
観
光
地
と
し
て
の
魅
力

ア
ッ
プ
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

【
心
豊
か
な
人
を
は
ぐ
く
む
ま
ち
づ
く
り
】

　

学
校
施
設
・
設
備
の
充
実
や
国
際
社
会
に
対
応
で
き
る
子
ど

も
を
育
て
る
た
め
の
外
国
人
講
師
に
よ
る
語
学
指
導
、
特
別
支

援
教
育
支
援
員
の
配
置
な
ど
引
き
続
き
小
中
学
校
の
教
育
環
境

の
充
実
に
向
け
た
取
組
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
新
た
に
社
会
科
副
読
本
の
作
成
を
行
い
ま
す
。

　

就
学
へ
の
援
助
に
つ
い
て
は
、
保
護
者
の
経
済
的
負
担
の
軽

減
を
目
的
と
し
た
小
中
学
校
入
学
祝
金
の
支
給
、
育
英
奨
学
金

と
入
学
準
備
金
の
貸
与
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
行
い
ま
す
。

　

生
涯
学
習
の
推
進
と
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
つ
い
て
は
、

中
央
公
民
館
や
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
な
ど
、
生
涯
を
通
じ
て
意
欲

的
に
学
習
や
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
め
る
施
設
の
維
持
管
理
を
行
う

ほ
か
、
歴
史
と
文
化
の
伝
承
に
つ
い
て
は
、
町
内
に
残
る
伝
統

医
療
扶
助
に
つ
い
て
も
、
引
き
続
き
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
で
住
民
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
支
え
合
う
総

合
的
な
地
域
福
祉
に
取
り
組
む
た
め
地
域
福
祉
計
画
の
策
定
を

行
い
ま
す
。

　

健
康
づ
く
り
で
は
、
各
種
事
業
を
実
施
し
早
期
発
見
、
早
期

治
療
の
機
会
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
健
康
維
持
や
生
活
習
慣

病
の
予
防
を
推
進
し
、
引
き
続
き
町
民
の
健
康
増
進
を
図
る
ほ

か
、
国
民
健
康
保
険
及
び
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
加
入
者
を
対

象
と
す
る
人
間
ド
ッ
ク
助
成
金
額
の
引
き
上
げ
を
実
施
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
ち
ち
ぶ
医
療
協
議
会
に
よ
る
救
急
医
療
や
予
防
医

療
等
の
地
域
医
療
の
維
持
、
向
上
を
図
り
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
や
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
、
介
護
保
険
に
つ

い
て
は
、
医
療
給
付
費
等
の
増
加
な
ど
制
度
の
運
営
は
厳
し
い

状
況
に
あ
り
ま
す
が
、
安
心
し
て
医
療
や
介
護
が
受
け
ら
れ
る

よ
う
、
安
定
し
た
財
政
運
営
を
行
う
基
盤
づ
く
り
に
努
め
る
と

と
も
に
、
国
や
県
に
対
し
て
制
度
の
見
直
し
や
充
実
の
要
望
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

【
活
力
の
あ
る
産
業
を
育
て
る
ま
ち
づ
く
り
】

　

農
林
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
地
域
農
業
の
活
性
化
と
農
業

経
営
の
効
率
化
を
図
る
た
め
農
道
整
備
を
実
施
す
る
ほ
か
、
生

産
者
団
体
及
び
観
光
農
業
の
施
設
整
備
並
び
に
農
作
物
の
種
苗

費
等
に
対
し
て
補
助
金
を
交
付
す
る
な
ど
農
業
の
振
興
を
図
り

文
化
を
後
世
に
伝
え
る
た
め
、
民
族
芸
能
の
継
承
団
体
へ
の
活

動
支
援
を
は
じ
め
、
旧
新
井
家
住
宅
の
施
設
整
備
を
行
う
な
ど

引
き
続
き
文
化
財
の
保
護
・
活
用
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

学
校
給
食
に
つ
い
て
は
、
給
食
の
充
実
を
図
る
た
め
、
給
食

用
食
缶
等
の
更
新
を
行
う
ほ
か
、
引
き
続
き
給
食
費
の
一
部
を

公
費
負
担
し
、
保
護
者
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。

【
町
民
と
行
政
と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
】

　

住
民
の
行
政
へ
の
参
画
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
支
援
な
ど

に
つ
い
て
引
き
続
き
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

開
か
れ
た
行
政
の
確
立
に
つ
い
て
は
、
広
報
紙
の
発
行
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
運
営
管
理
に
関
す
る
事
業
を
引
き
続
き
進
め

て
い
き
ま
す
。

　

計
画
的
な
行
財
政
運
営
の
確
立
に
つ
い
て
は
、
町
政
運
営
の

基
本
的
な
方
針
と
な
る
次
期
総
合
振
興
計
画
策
定
の
た
め
の
調

査
を
新
た
に
行
う
ほ
か
、
公
共
施
設
等
の
状
況
を
把
握
し
、
将

来
の
見
通
し
を
分
析
し
た
上
で
更
新
・
長
寿
命
化
な
ど
を
計
画

的
に
行
う
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
の
策
定
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
町
税
の
適
正
な
賦
課
徴
収
等
を
推
進
し
、
自
主
財
源

の
確
保
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

広
域
行
政
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
秩
父
広
域
市
町
村
圏
組
合

で
進
め
て
い
る
新
火
葬
場
の
建
設
な
ど
、
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト

を
生
か
し
た
広
域
的
な
行
政
課
題
の
解
決
に
引
き
続
き
取
り
組

ん
で
い
く
ほ
か
、
ち
ち
ぶ
定
住
自
立
圏
構
想
に
基
づ
い
た
各
種

事
業
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

今
後
、
国
や
県
の
政
策
判
断
や
経
済
情
勢
の
変
化
に
影

響
を
受
け
、
当
町
を
と
り
ま
く
情
勢
に
も
変
化
が
生
じ
る

状
況
も
あ
ろ
う
か
と
存
じ
ま
す
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
時

勢
に
あ
る
と
き
こ
そ
地
方
公
共
団
体
の
長
は
行
財
政
を
堅

実
に
運
営
す
る
手
腕
を
発
揮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

い
ま
す
。

　

そ
れ
に
は
、
私
を
は
じ
め
職
員
一
人
ひ
と
り
が
、
継
続

的
に
事
務
改
善
す
る
気
概
を
持
っ
て
こ
と
に
当
た
る
こ
と

が
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
に
は
、
町
政
に
対
す
る
ご
理
解
と
一
層
の

ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

心豊かな人をはぐくむまちづくり
事　業　名 金　　額

英語講師派遣事業 343万3千円
学校コンピューター整備事業 686万円
学校施設等改修事業 594万3千円
特別支援教育学校支援員事業 551万9千円
社会科副読本印刷事業 167万7千円
小中学校入学祝金支給事業 263万円
育英奨学資金、入学準備金貸与事業 408万円
私立幼稚園就園奨励費補助事業 574万2千円
公民館管理運営事業 1,225万1千円
旧新井家住宅改修事業 269万5千円
学校給食施設維持管理事業 4,163万円
学校給食施設整備事業 331万7千円

活力のある産業を育てるまちづくり
事　業　名 金　　額

農業振興対策事業 189万3千円
農道整備事業 1,004万2千円
緑の村管理事業 718万5千円
町商工会補助事業 500万円
中小企業経営対策利子補給事業 445万4千円
観光施設管理事業 646万1千円
インフォメーション事業 356万円
花いっぱい推進事業 197万円
長瀞町観光振興支援事業 713万円

町民と行政との協働によるまちづくり
事　業　名 金　　額

広報紙発行事業 251万6千円
庁舎施設整備事業 2,778万2千円
総合振興計画策定事業 216万円
ちちぶ定住自立圏事業 1,500万円
公共施設等総合管理計画策定事業 577万5千円
借入資金償還事業 3億3,165万5千円
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■
町
長
提
出
議
案

◇
長
瀞
町
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定
地
域

　

型
保
育
事
業
の
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る

　

条
例

　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
の
施
行
に
伴
い
、
制

定
す
る
も
の
で
す
。

◇
長
瀞
町
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及
び
運
営

　

に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

　

児
童
福
祉
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
制
定
す
る

も
の
で
す
。

◇
長
瀞
町
教
育
委
員
会
教
育
長
の
勤
務
時
間
そ
の

　

他
の
勤
務
条
件
に
関
す
る
条
例

◇
長
瀞
町
教
育
委
員
会
教
育
長
の
職
務
に
専
念
す

　

る
義
務
の
特
例
に
関
す
る
条
例

◇
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法

　

律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関

　

係
条
例
の
整
備
に
関
す
る
条
例

　

地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法

律
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
制
定
又
は
改
正
を
行
う

も
の
で
す
。

◇
長
瀞
町
行
政
手
続
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

行
政
手
続
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
所
要
の
改

正
を
行
う
も
の
で
す
。

◇
長
瀞
町
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

　

例

　

平
成
27
年
度
か
ら
新
た
な
介
護
保
険
制
度
の
事

業
運
営
期
間
が
始
ま
る
こ
と
に
伴
い
、
所
要
の
改

正
を
行
う
も
の
で
す
。

◇
長
瀞
町
消
防
団
員
の
定
数
、
任
免
、
給
与
、
服

　

務
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

消
防
団
員
の
処
遇
改
善
を
図
る
た
め
、
所
要
の

改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

◇
長
瀞
町
立
学
校
図
書
購
入
基
金
条
例
を
廃
止
す

　

る
条
例

　

当
初
の
目
的
が
達
成
さ
れ
た
た
め
、
廃
止
す
る

も
の
で
す
。

◇
平
成
26
年
度
長
瀞
町
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

　

５
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
か
ら
４
，
９
５
５
万
１

千
円
を
減
額
し
、
予
算
の
総
額
を
36
億
２
，
７
８

８
万
円
と
す
る
も
の
で
す
。

◇
平
成
26
年
度
長
瀞
町
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　

補
正
予
算
（
第
２
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
か
ら
１
３
４
万
２
千
円

を
減
額
し
、
予
算
の
総
額
を
９
億
８
，
８
９
４
万

４
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

◇
平
成
26
年
度
長
瀞
町
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正

　

予
算
（
第
２
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
か
ら
３
，
６
１
４
万
円

を
減
額
し
、
予
算
の
総
額
を
７
億
１
，
３
３
１
万

３
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

◇
平
成
26
年
度
長
瀞
町
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会

　

計
補
正
予
算(

第
３
号)

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
か
ら
３
２
２
万
１
千
円

を
減
額
し
、
予
算
の
総
額
を
８
，
８
６
６
万
６
千

円
と
す
る
も
の
で
す
。

◇
平
成
27
年
度
長
瀞
町
一
般
会
計
予
算

◇
平
成
27
年
度
長
瀞
町
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　

予
算

◇
平
成
27
年
度
長
瀞
町
介
護
保
険
特
別
会
計
予
算

◇
平
成
27
年
度
長
瀞
町
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会

　

計
予
算

　

新
年
度
予
算
を
決
定
す
る
も
の
で
す
。
一
般
会

計
・
特
別
会
計
予
算
の
概
要
は
、
５
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
い
ま
す
。

◇
長
瀞
町
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

　

大お
お

野の　

英ひ
で

雄お

氏
を
引
き
続
き
選
任
す
る
こ
と
に

つ
い
て
、
議
会
の
同
意
を
求
め
る
も
の
で
す
。

◇
長
瀞
町
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

　

磯い
そ

田だ　

壯た
け

男お

氏
を
任
命
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、

議
会
の
同
意
を
求
め
る
も
の
で
す
。

平
成
27
年
度
長
瀞
町
一
般
会
計
予
算
な
ど

19
議
案
を
可
決

３
月
定
例
会
報
告

　

３
月
10
日
㈫
、
11
日
㈬
に
平
成
27
年
第
１
回
長
瀞
町
議
会
定
例
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
町
長

提
出
議
案
19
件
が
審
議
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
７
名
の
議
員
が
町
政
に
対
す
る
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

議
案
の
内
容

　「ふるさと長瀞応援寄附」について、ホームページや広報誌でＰＲし寄附を募ったところ、平成26年度は、
14名の方から総額49万円のご寄付をいただきました。ご寄附をいただいた皆様に、厚くお礼申し上げます。
この寄附金は、ご寄附いただきました皆様のご意志を反映し、次に掲げる平成27年度の事業に活用させてい
ただきます。
　　　　快適な環境と安心して暮らせるまちづくり事業　　道路環境整備事業　　　　　　　４万円
　　　　健康で生きがいのあるまちづくり事業　　　　　　子育て支援事業　　　　　　　３６万円
　　　　活力ある産業を育てるまちづくり事業　　　　　　花いっぱい推進事業　　　　　　９万円
※氏名・寄付金額公表の了承をいただいた方　
　内藤定芳様　３万円、伊藤裕一様　１万円、五十嵐春治様　２万円、安永邦夫様　１万円

 問合せ 　企画財政課企画財政担当　☎６６・３１１１　内線２２２

44  ふるさと長瀞応援寄附ふるさと長瀞応援寄附  44
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　当町のまちづくりの基本となる、平成27年度の当初予算が３月定例議会で決まりました。
　一般会計の予算額は、32億5,655万８千円で、前年度と比較すると、513万５千円（0.2％）の減額となりました。
　今年度予算は、国・県支出金や地方消費税交付金が増加したものの、町税や地方譲与税、ゴルフ場利用税交付金などの減
収が見込まれる厳しい財政状況の中、一般行政経費の見直しと削減を図りつつ、予算の硬直化に対応するため、事業ごとに
査定を行う「一件査定方式」により、必要な事業に重点的かつ効率的な予算配分を行いました。

自
主
財
源

40.5％

依
存
財
源

59.5％

町税

繰入金

8億3,036万5千円（25.5％）
皆さんに納めていただく税金で、町民税、
固定資産税、軽自動車税など

3億1,569万6千円（9.7％）

5,000万円（1.5％）

町の貯金にあたる財政調整基金などから
繰り入れるもの

地方交付税 10億円（30.7％）
町税で賄いきれない財源を補うために国から
交付されるもの

県支出金 1億9,760万7千円（6.1％）
特定の事務事業に対し、県から交付されるもの

その他 1億6,900万1千円（5.1％）

繰越金
前年度からの繰越金

1億2,443万3千円（4.0％）その他

衛生費 4億6,951万7千円（14.4％）
保健事業、環境衛生のために使われる経費

公債費 3億3,165万6千円（10.2％）
道路や学校などの整備のために借り入れた
お金を償還するための経費

教育費 2億8,265万8千円（8.7％）
学校教育、社会教育、社会体育のために
使われる経費

消防費 1億5,746万7千円（4.8％）
消防活動、防災対策のために使われる経費

議会費 4,677万8千円（1.4％）
議会の運営のために使われる経費

商工費 9,153万5千円（2.8％）
商工業の振興、観光事業のために使われる経費

その他 529万1千円（0.2％）

（　）内は構成比

民生費 8億2,047万8千円（25.2％）
社会福祉、障害者福祉、高齢者福祉、児童福祉
のために使われる経費

土木費 1億8,410万3千円（5.7％）
町道の新設、改良、補修や町営住宅の維持管理
のために使われる経費

総務費 8億3,144万8千円（25.5％）
人件費、庁舎や財産の維持管理、戸籍管理、
税金の徴収、選挙などに使われる経費

農林水産業費 3,562万7千円（1.1％）
農林業の振興のために使われる経費

町債 2億7,170万円（8.3％）
建設事業の財源に充てるため借り入れるもの

国庫支出金 2億9,775万6千円（9.1％）
特定の事務事業に対し、国から交付されるもの

◎歳　出 ◎歳　入

32億5,655万8千円（前年度比 △ 0.2％）
一　般　会　計

特　別　会　計

 問合せ 　企画財政課企画財政担当　☎６６・３１１１　内線２２１

国民健康保険特別会計
9億8,341万1千円
（前年度比　＋9.1％）

介護保険特別会計
7億4,875万8千円
（前年度比　＋3.9）

後期高齢者医療特別会計
8,863万2千円

（前年度比　△2.6％）

※事業の執行にあたっては、限られたお金を有効に使い、
町民生活の向上を図り、効率的な行財政運営に努めてまい
ります。

【自主財源と依存財源】…町が自主的に収入できる財源を自
主財源といい、国や県の制度により定められた額が交付され
たり、割り当てられたりする収入を依存財源といいます。

平成27年度当初予算の概要平 7 予算の平成27年度当初予算の概要平成27年度当初予算の概要 町民とともに進める
　　　　　まちづくり
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　平成２６年
度県道路協会
道路功労者表
彰式がラフレ
さいたまで行
われ、彩の国
ロードサポー

ト団体「長瀞ふれあいの会」が表彰されました。
　この度の表彰では、秩父県土整備事務所から推
薦され、多年にわたる美化活動によって道路環境
の整備に寄与した功績が認められての受賞となり
ました。 【２月８日】

県道路協会道路功労者表彰

　第６回井戸・風布地区文化展が２月２１日㈯～
２２日㈰に、井戸農村センターで行われました。
　この文化展は、実行委員会の皆さんが中心となり、
大人から小中学生までの作品を展示し、地区の交流
を図ることを目的に平成２１年から始められました。
　総勢６５名の約１００点の作品（工芸・写真・
絵画・手芸・書道・
俳句・鉢物など）が
展示され、多くの訪
れた方の目を楽しま
せていました。
 【２月２１日】

第６回井戸・風布地区文化展

♪

平成２７年度軽自動車税のお知らせ
　広報ながとろ１２月号で軽自動車税の新税率を掲載しましたが、平成２７年度税制改正に伴い、下記のとお
り変更となります。
  原動機付自転車及び二輪車等  
　平成２７年度分より適用される予定の税率について適用開始が１年延長されたため、平成２７年度分につい
ては次のとおりの税率となります。
　区分と税率（年額）

車　　　　種 平成２７年度 平成２８年度から

原動機付自転車

50cc以下 1,000円 2,000円

50cc超～90cc以下 1,200円 2,000円

90cc超～125cc以下 1,600円 2,400円

ミニカー 2,500円 3,700円

軽自動車二輪 125cc超～250cc以下 2,400円 3,600円

小型特殊自動車
農耕作業用 1,600円 2,400円

その他 4,700円 5,900円

小型二輪車 250cc超 4,000円 6,000円

  三輪及び四輪以上の軽自動車  
　平成２７年度分より適用される税率については、広報１２月号に掲載したとおりですが、ボート・トレーラー
の税率については、平成２７年度分は2,400円、平成２８年度分以降は、3,600円となります。

 問合せ 　税務課住民税担当　☎６６・３１１１　内線１１２

　県内の高濃度ＰＣＢ廃棄物（トランス・コンデンサ等）は、中間貯蔵・環境安全事業㈱（ＪＥＳＣＯ）
東京事業所が処理先で、事前に登録が必要です。
　平成２７年４月から９月の６か月間に登録いただくと、処理料金が３％割引になりますので、この機
会の登録をお願いします。
 対象機器等 　３ｋｇ以上のトランス・コンデンサ等の電気機器、PCB油類
 登　録　料 　２，０００円／台

 問合せ 　中間貯蔵・環境安全事業（株）東京事業所営業課　☎０３・５７６５・１９２７

高濃度ＰＣＢ廃棄物の処理には登録が必要です高濃度ＰＣＢ廃棄物の処理には登録が必要です
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　平成２５年４月より、組合で実施している浄化槽市町村整備型事業を今年度も公共下水道計画区域外の地区
を対象に実施します。
　地域の清潔で快適な生活環境と美しい水環境をよりよくするため早期工事のご協力をお願いします。
　なお、切換工事は分担金制度・補助金制度があります。詳しくは当組合又は下記の指定工事店にお問い合わ
せください。

浄化槽市町村整備型事業指定工事店一覧 平成２７年４月１日現在
番号 工　事　店　名 電話番号 番号 工　事　店　名 電話番号
１ シンテック㈱ ６６・０４５７ 11 黒澤窯業㈲ ６２・０１５２
２ ㈲浅見管工 ６５・０５３６ 12 ㈲髙橋工務店 ６６・１１１８
３ ㈱一志工業 ６６・３０４３ 13 ㈱岡田工務店 ６２・３２３６
４ ㈱中村工務店 ６２・０４５８ 14 ㈲長瀞土木 ６６・２４８７
５ 町田鉄工所 ６２・０３０４ 15 ㈲秩北給排水サービス ６６・２２１１
６ ㈲新井水道設備 ６２・４５２５ 16 樋口水道設備 ６６・２０３５
７ ㈲黒澤鉄工所 ６２・０１２６ 17 髙田電気興業 ６６・２６０５
８ ㈲河内電設 ６２・０７５４ 18 ㈲伊藤衛生社 ６２・０５２８
９ ㈱ヒマワリ建設 ６６・３０６１ 19 ㈲黒澤水道設備（皆野支店） ６２・４６８６
10 金室住宅設備工事店 ６２・５３９５ 20 添田設備 ６６・１６９３
※単独処理浄化槽から合併処理浄化槽へ転換することで、川への汚れを１／８に減らすことができます。

 問合せ 　皆野・長瀞上下水道組合　下水道課浄化槽担当　長瀞町大字中野上２３４－１
☎６６・０７４７　Ｆhttp://www.minanaga.or.jp/

単独浄化槽・汲み取り式トイレからの合併処理浄化槽への切換工事実施のお願い単独浄化槽・汲み取り式トイレからの合併処理浄化槽への切換工事実施のお願い

浄化槽切換工事（本体工事分担金）
５人槽　１０２，０００円、７人槽　１１３，４００円、１０人槽、　１３８，０００円
※別途付帯工事等は個人負担等になります。配管・槽撤去等に関しましては補助金制度があります。

　町内産業の活性化及び町民の居住環境の向上を図るため、住宅リフォーム資金の一部を助成します。
対 象 者　工事を町内業者に請け負わせる方であって、次の①から④までの要件を全て満たす方。
　　　　　①助成金の申請時に町内に居住し、町の住民基本台帳に登録されている方。
　　　　　②対象となる住宅を町内に所有し、かつ、当該住宅に居住されている方。
　　　　　③町税を滞納していない方。
　　　　　④対象となる工事について、町が実施している他の同様の補助金又は助成金の交付を受けていない方。
対象工事　申請時に未着工であり、工事費が２０万円以上（税別）で、次に掲げるもの。
　　　　　①住宅の内外装の修理又は修繕に係る工事
　　　　　②住宅の増改築又は間取りの変更に係る工事
　　　　　③居室、浴室、玄関、台所、トイレ等の改良工事
助 成 額　５万円
注意事項　対象工事であっても、町の交付決定前に着手した工事は助成対象外です。
 　 問合せ 　産業観光課産業観光担当　☎６６・３１１１　内線２３４

ご利用ください！住宅リフォーム資金助成制度ご利用ください！住宅リフォーム資金助成制度

住宅用省エネ設備とゼロエネルギーハウスへの補助を実施します！
　県では、住宅にヘムス（ＨＥＭＳ）を設置し、併せて、エネファーム、太陽熱、地中熱、、蓄電池、電気自
動車充給電設備（Ｖ２Ｈ）のいずれか一つ以上を設置すると、ＨＥＭＳについて一件につき２万円を、他の設
備に対して一件につき５万円を補助します。
　また、高効率給湯、高効率空調、高断熱外皮などゼロエネルギーハウスのための設備導入・工事に対して、
一件につき５０万円を補助します。
※ヘムス（HEMS）：住宅の太陽光発電や蓄電池、家電などをネットワーク化し、エネルギー使用量を管理で
　きる設備
※ゼロエネルギーハウス（ZEH）：高効率設備、高断熱建材、HEMS等を組み合わせ、住宅の年間の一次エネ
　ルギー消費量が正味（ネットで）ゼロとなる住宅

 問合せ 　埼玉県環境部温暖化対策課　エコエネルギー推進担当　　　　
　　　　　☎０４８・８３０・３０４２　　Ｂ０４８・８３０・４７７７

 Ｈa3030-02@pref.saitama.lg.jp
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やってみよう!!　元気モリモリ体操！やってみよう!!　元気モリモリ体操！
　町では、介護予防のために各地区で６５歳以上の方を対象に「元気モリモリ体操」を行っています。
この体操は、介護予防のためのおもりを用いた体操です。元気な方から、体力の弱い高齢の方まで、ど
なたでも取り組むことができます。また、筋力をつけることで生活習慣病予防にもなります。気軽に会
場にお越しください。

＊各地区の活動状況の一覧

 問合せ 　健康福祉課健康担当　☎６６・３１１１　内線１３４

※40歳以上の男性を対象に「男の筋トレクラブ」を第２・４火曜日午後１時半～保健センター２階で行って
　います。開催日は都合により、変更になることもあります。詳細はお問い合わせください。

近くの会場で一緒に　筋力アップ！

更 生 相 談 禁 煙 し ま し ょ う ！

　身体障害者の更生援護に必要
な専門的な知識・技術について
の相談及び指導を実施していま
す。補装具の処方及び適合判定、
施設入所の判定、その他医療相
談を無料で受けることができま
す。

 （手足・体の障害の相談）
　４月１３日㈪  熊谷児童相談所
 （知的障害の相談）
　４月　６日㈪  熊谷児童相談所
　４月　８日㈬  熊谷児童相談所
　予約制ですので、早めに健康
福祉課福祉担当へご連絡くだ
さい。

　喫煙はさまざまな病気の原因とされています。、世界保健機関（WHO）に
よれば、毎年世界で600万人近い人々が喫煙によって死亡しており、そのう
ち60万人以上は非喫煙者で、受動喫煙によるものといわれています。そして、
2030年代初頭には喫煙による死亡者が、年間800万人に到達すると警告し
ています。
　たばこの煙には4000種類以上の科学物質が含まれていますが、そのうち
200種類以上が有害物質で、発がん性の疑いのあるものは約60種類といわれ
ています。そして、このなかの「ニコチン」「タール」「一酸化炭素」が三大
有害物質です。これらの有害物質が多くの病気を引き起こすと考えられてい
ますが、特にがんとの因果関係は強く、厚生労働省によれば、喫煙により肺
がんは4.5倍、喉頭がんでは32.5倍になるとのことです。また、一見喫煙と
は関係のなさそうなぼうこうがんやすい臓がんでも1.6倍に増大しています。
　さて、禁煙には様々な方法がありますが、長年慣れ親しんできた習慣を改
めるのは大変なことです。禁煙に関心のある方は、医療機関か町の保健師に
ご相談ください。

 問合せ 　健康福祉課健康担当　☎６６・３１１１　内線１３４・１３５

名　　　　称 曜　　　　日 時　　間 場　　　所
きりのみやクラブ 第２・４金曜日 午前１０時～ 矢那瀬集落農業センター
小坂ふれあいクラブ 第１・３月曜日 午後　２時～ 小坂区公会堂
ひぐち元気クラブ 第２・４月曜日 午前１０時～ ひのくち館
さくらクラブ 第２・４火曜日 午前１０時～ 中央公民館
みつわクラブ 第２・４火曜日 午前１０時～ 辻区公会堂
ワントレクラブ 毎週水曜日（第５週休み） 午前１０時～ 保健センター２階

清流の会 第１・２・４金曜日
第３日曜日 午後　１時～ 野上コミュニティ集会所

みずほいきいきクラブ 第１・３・４木曜日 午後　２時～ 上宿中宿区コミュニティ集会所
のぞみクラブ 毎週木曜日 午前１０時～ 長瀞地区コミュ二ティ消防センター

仲良し会 第１・２・３木曜日 午前１０時～
奇数月：大木小路コミュニティ集会所
偶数月：長瀞上区公会堂

らくらくクラブ 毎週火曜日 午前１０時～ 岩田コミュ二ティ集会所
チームひまわり 毎週月曜日 午前１０時～ いきいき館
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研　修　６月１１日㈭（熊谷市内）又
は１２日㈮（さいたま市内）
の午後指定する会場で実施予
定

定　員　１００人（選考）
申　込　４月１７日㈮（必着）までに、

はがき、ＦＡＸ又は電子メー
ルで、住所、氏名（フリガナ）、
電話番号、年齢、職業、応募
理由（１００字程度）を明記
の上、県農産物安全課にご応
募ください。選考結果は５月
末までにお知らせします。

申込み・問合せ
　県農産物安全課総務・
　ＪＡＳ法担当
　〒330-9301
　　さいたま市浦和区高砂3－15－1
　☎０４８・８３０・４１１０　 
　Ｂ０４８・８３０・４８３２
　Ｈa4070-06@pref.saitama.lg.jp

長瀞町スポーツ少年団新入団員募集！
　長瀞町スポーツ少年団は６団体で約
２００名の団員が元気に活動しています。
　各団新入団員を募集していますので、
興味がある方は各団代表者へお問い合
わせください。
■長瀞ジャイアンツスポーツ少年団（野球）
　小島　博明　　☎６６・１１１０　
■長瀞町空手道スポーツ少年団（空手）
　平　　和也　　☎６６・０１１０
■修心館剣道スポーツ少年団（剣道）
　小笠原正人　　☎６６・３４３５
■ＦＣ長瀞スポーツ少年団（サッカー）
　四方田美徳　　☎６６・２７９０
■長瀞ミニバスケットボールクラブ
　スポーツ少年団（ミニバス）
　櫻井　　徹　　☎６６・３０７０

■長瀞スターズソフトボールスポーツ
　少年団（ソフトボール）
　大野　智弘　　☎６６・３１９４
問合せ　教育委員会生涯学習担当
　　　　☎６６・３１１１　内線３０６

お知らせ
国税専門官募集

　国税局や税務署において、税のスペ
シャリストとして働く国税専門官（国
家公務員）を募集します。
受験資格　
　１．昭和６０年４月２日～平成６年
　　　４月１日生まれの者
　２．平成６年４月２日以降生まれで
　　　次に掲げる者
　　⑴大学を卒業した者及び平成２８年
　　　３月までに大学を卒業する見込
　　　みの者
　　⑵人事院が⑴に掲げる者と同等の
　　　資格があると認める者
申込方法　
　インターネット申込み（原則）
　Ｆhttp://www.jinji-shiken.go.jp/juken.html
申込期限　
　４月１日㈬午前９時～４月１３日㈪
　郵送又は持参４月１日㈬・２日㈭
　※通信日付印有効
問 合 せ　
　〇インターネット申込みについて
　人事院人材局試験課　
　☎０３・３５８１・５３１１（内線２３３２）
　〇その他について
　関東信越国税局人事第二試験係
　☎０４８・６００・３１１１（内線２０９７）

憲法記念無料法律相談会
　法律問題でお悩みではありませんか。
弁護士が無料で相談に応じます。年１回
の機会ですので、遠慮なくご来場ください。
日　時　５月２日㈯午前１０時～午後１時
　　　　※当日受付（午後０時３０分まで）
場　所　熊谷市立商工会館２階大ホール
　　　　（熊谷市宮町２－３９）
相談員　埼玉弁護士会熊谷支部所属弁護士
問合せ　埼玉弁護士会熊谷支部
　　　　☎０４８・５２１・０８４４

さいたま減災プロジェクト開設
　県は「さいたま減災プロジェクト」
を開設しました。
　地域の天気やまちづくり活動、災害
情報や各種防災図面をワンストップで
閲覧できるウェブサイト「さいたま減
災プロジェクト」を県が開設し、皆様
からの投稿を受け付けています。積雪、
地震、台風等の情報収集や防災・減災
対策にお役立てください！
問合せ　県都市計画課
　　　　☎０４８・８３０・５３３７
Ｆ https://www.pref.saitama.lg.jp/a1102/
toshihukkou/gensai-project.html

募　集
第３７回はつらつ長瀞ゴルフ大会

日　　時　５月６日（祝日）
場　　所　埼玉長瀞ゴルフ倶楽部
対 象 者　町内在住在勤者及び当町関係者
参 加 費　３，０００円
プレー費　８，２００円（昼食代込）
主　　催　長瀞ゴルフ協会
申込期限　４月２６日㈰
申込み・問合せ
　大会役員及び事務局（黒沢ガラス店）
　Ｂ６６・３２４６

ホストファミリー募集！
　ワンナイトステイ事業（１泊２日）
として、外国人の日本語教師を受け入
れていただけるご家庭（ホストファミ
リー）を募集しています。
　なお、申込用紙は町のホームページ、
または総務課窓口で配布しています。

対　象　日 申込期限
６月　６日㈯～　７日㈰ ４月１７日㈮
７月２５日㈯～２６日㈰ ６月１２日㈮
８月　８日㈯～　９日㈰ ７月　３日㈮
問合せ　総務課自治振興担当
　　　　☎６６・３１１１　内線２１３

埼玉県食品表示調査員
対　象　県内在住で20歳以上の人
任　期　平成27年6月～28年3月
内　容　食品販売店で日頃の買物を通

して食品の表示を確認し、定
期的に県に報告（年間20店
舗程度）

謝　金　報告に応じ年間で5,000円

　心の病気では、「眠れない」「気持ちが落ち込む」「周りの出来事を自分
と結び付けて取り越し苦労をする」「息苦しい」「だるくて疲れが取れない」
「生活リズムや服装の乱れ」という変化が出やすく、早めの対応が必要です。
精神科医の豊かな知識と経験から、心の健康づくりに大切な知恵をお伝え
します。
　日　時　５月１６日㈯　午前１０時３０分～１２時
　会　場　秩父市福祉女性会館
　内　容　テーマ「もしかして、“心”の病気…～精神科医が語る大切な話～」
　　　　　講師　医療法人全和会　秩父中央病院　内田里華　院長
　対　象　一般町民　参加無料　事前申し込み不要

 問合せ 　秩父保健所保健予防推進担当　☎２２・３８２４

心 の 健 康 づ く り 講 演 会



2015年４月号 10

今月今月のの
介護保険料介護保険料

■特別徴収（平成２７年度第１期）※今月支給される年金から天引きされます。
■普通徴収（平成２６年度随時第２期）※納期限は４月３０日㈭です。
　※口座振替をご利用の方は４月２７日㈪が振替日となりますので、残高をご確認
ください。

　※介護保険料（普通徴収）の納め忘れはありませんか。介護保険料を滞納すると、
滞納期間に応じて保険給付の制限を受ける場合があります。介護サービスが必
要となった時に安心してサービスを利用できるよう、保険料の納付にご協力を
お願いします。

 問合せ 　健康福祉課介護保険担当　☎６６・３１１１　内線１３３

国民年金保険料が後払いできる

　学生の皆さんも、２０歳になったら、必ず国民年金に加入し、保険料を納めることが法律で義務付けられています。
　しかし、学生本人の収入が一定額以下のときには、申請により保険料の納付が猶予される学生納付特例制度があり
ます。
申請手続き
申請先　秩父年金事務所又は役場町民課
持ち物　学生証、印鑑、年金手帳
　前年度に学生納付特例が承認され、翌年度も引き続き同一の学校に在学される方には、　日本年金機構から申請
書（はがき形式）が送られます。翌年度の手続きは、その申請書に必要事項を記入して、日本年金機構埼玉事務
センターへ提出するだけです。
※ 在学する学校などが変わった方は、はがき形式の申請書では申請を行えませんので、あらためて窓口で申請し
てください。

対象になる学生
　大学（大学院）、短大、高等学校、専修学校及び各種学校（※１）などに在学する２０歳以上の学生（※２）が
対象です。
　本人の前年所得が１１８万円を超えるときは、この特例の対象になりません。（学生に扶養親族がいる場合、限
度額は引き上げられます。）
　（※１） 各種学校の対象は、学校教育法に規定される各種学校（修業年限１年以上）です。また、文部科学大臣が指定した課程の海 

　外大学（日本分校）の学生の方も含まれます。
　（※２）夜間・定時制課程や通信課程の方も含まれます。

申請して認められると
　この特例の対象期間は、年金額には反映されませんが、老齢基礎年金の受給資格期間に算入されます。また、
事故や病気で障害が残った場合に、障害基礎年金が支給されます。死亡の場合は、遺族（「子のある妻」と「子」）
に遺族基礎年金が支給されます。
　学生納付特例期間の保険料は、１０年以内であれば、申出により追納することができます。追納する保険料の
額は、承認を受けた期間の翌年度から起算して３年度目以降は、当時の保険料に経過期間に応じた加算額が上乗
せされます。

 問合せ 　秩父年金事務所　☎２７・６５６０

学 生 納 付 特 例 制 度学 生 納 付 特 例 制 度

　子育て家庭の応援、少子高齢化対策として、紙おむつ排出用ごみ袋（指定有料ごみ袋）を支給します。
対　象　者　・０歳から３歳の誕生月までの乳幼児
　　　　　　　・町の「紙おむつ支給事業」の対象者
支 給 枚 数　１人につき可燃ごみ２０ℓ袋(中型)を１か月５枚、年間６０枚
　　　　　　　※申請月からの支給になりますので、４月中にお越しください。
配 付 方 法　・健康福祉課窓口で配付します。
　　　　　 　　・乳幼児での対象の方は、世代間交流支援センター「ひのくち館」でも配付
　　　　　　　　します。（ひのくち館は午前中のみ）
持参するもの　乳幼児での対象の方は、町から配付された支給カードを持参してください。

 問合せ 　健康福祉課福祉担当　☎６６・３１１１　内線１２４

指定有料ごみ袋を支給します！！指定有料ごみ袋を支給します！！



広報ながとろ №62411

娘
は
灯
油
満
し
て
帰
る
余
寒
な
ほ

　
　
　
　
　

井　

戸　
　

青
木　

光
子

峡
芽
吹
く
余
生
幸
せ
願
い
つ
つ

　
　
　
　
　

本
野
上　
　

飯
島
と
り
子

声
あ
げ
て
笑
ふ
赤
子
や
春
う
ら
ら

　
　
　
　
　

長　

瀞　
　

五
十
嵐
元
克

こ
ち
ら
向
く
犬
の
愛い
と

し
や
梅
の
花

　
　
　
　
　

本
野
上　
　

大
塚　

安
子

大
寒
や
耕
す
畑
に
鵙も
ず

一
羽

　
　
　
　
　

長　

瀞　
　

大
澤　

光
久

霜
柱
蕗
よ
動
け
と
も
ち
上
げ
る

　
　
　
　
　

長　

瀞　
　

大
森　

由
章

晩
学
も
命
の
糧
か
梅
香
る

　
　
　
　
　

本
野
上　
　

加
藤　

豊
子

初
東こ

ち風
や
ロ
シ
ア
民
謡
窓
越
し
に

　
　
　
　
　

井　

戸　
　

中
村　

金
石

雨
か
雪
か
迷
ふ
南
岸
低
気
圧

　
　
　
　
　

岩　

田　
　

野
村　

若
太

友
逝
き
て
か
ら
蠟ろ
う
ば
い梅
の
便
り
無
く

　
　
　
　
　

岩　

田　
　

野
村　

静
夫

赤
鬼
の
追
わ
れ
て
児
ら
に
ほ
く
そ
笑え

む

　
　
　
　

野
上
下
郷　
　

林　
　

朝
子

ふ
ん
わ
り
と
雪
の
形
に
家
八
戸

　
　
　
　

野
上
下
郷　
　

山
本　

令
子

福
寿
草
淡
き
輝
き
揃
い
け
り

　
　
　
　
　

本
野
上　
　

若
林　

滿
義

母
の
夢
児
の
夢
結
ぶ
石
鹸
玉

　
　
　
　
　

長　

瀞　
　

大
前　

英
俊

ゴ
ザ
を
し
き
桜
花
と
友
人
に
ハ
イ
タ
ッ
チ

　
　
　
　
　

長　

瀞　
　

川
辺
み
ど
り

啓け
い

蟄ち
つ

を
過
ぎ
て
ふ
と
見
る
蟻
の
列

　
　
　
　
　

本
野
上　
　

近
藤　

キ
ヨ

R
R
R
 

一
般
投
稿 R

R
R

「じじといっしょに、
ボールで遊ぶの大好き！」

広報「ながとろ」では、毎号
満１歳～１歳半位までの赤ち
ゃんを紹介しています。掲載
を希望される方は、お子さん
の顔写真にコメント（２０文
字以内）を添え、掲載したい
広報発行月の前月１日までに
郵送又は直接企画財政課（２
階）までお申込みください。
申込書は町のHPよりダウン
ロードできます。応募が多く
希望月に掲載できなかった方
は、順次掲載いたします。

「わが家の４番目の
宝ものです！」

「わが家のアイドルは
やんちゃです♥」

★わが家のアイドル★★わが家のアイドル★  １歳になったよ!!１歳になったよ!!

問合せ 　企画財政課企画財政担当　☎６６・３１１１　内線２２２、２２１

応募方法

くん
（岩田区）

雨 宮 　雨 宮 　 瑛瑛
えいえい

くん 新 井 　新 井 　 匠匠
たくみたくみ

（井戸上郷区）
中 畝中 畝 陽陽

はるはる

花花
かか

ちゃん
（長瀞区）

◆ ◆ ◆◆ ◆ ◆   紙おむつの支給をしています 紙おむつの支給をしています ◆ ◆ ◆◆ ◆ ◆

◆対象となる方
　町内に住んでいて、常におむつ等を必要とする在宅の方で、次のいずれかに該当する町民税非課税の方
　◎４０歳以上の要介護認定を受けている方で、区分が要介護３以上に認定された方
　◎身体障害者手帳の交付を受けている方で、肢体不自由で１・２級の方か、ぼうこう直腸機能障害がある
　　３歳以上の方
　◎療育手帳の交付を受けている方で、Ⓐ・Ａの障害がある３歳以上の方
◆申　請
　紙おむつの支給を希望される方は健康福祉課に申請してください。
　※既に紙おむつの支給を受けている方は申請の必要はありませんが、ごみ袋の支給については申請が必要となります。
◆支給方法
　紙おむつの支給は、町が委託した業者が各家庭に配達します。また、紙おむつの支給は１か月あたり
３，２４０円相当分が支給の限度となりますので、その金額を超える場合は、自己負担となります。

 問合せ 　健康福祉課　☎６６・３１１１　（障害者分）福祉担当　内線１２４、１２８
（要介護認定者分）地域包括支援センター　内線１３２、１３３
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人のうごき　平成27年3月1日現在
2月中の届出

人　口 7,574人(-42) 転　入 14人
男 3,708人(-16) 転　出 40人
女 3,866人(-26) 出　生 0人 (男0人・女0人)
世帯数 2,887戸(-26) 死　亡 16人 (男7人・女9人)
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　独立行政法人国際協力機構（JICA・ジャイカ）では
技術や経験を活かして開発途上国でボランティア活動
を行う「青年海外協力隊」および「シニア海外ボラン
ティア」を募集します。
募集期間　４月１日（水）～５月１１日（月）【消印有効】
応募資格　５月１１日現在で日本国籍を持つ満２０歳～

３９歳の方（青年海外協力隊）と満４０歳か
ら満６９歳の方（シニア海外ボランティア）

【体験談＆説明会】
　　　　　制度説明、JICA ボランティア経験者の体

験談、応募相談など行いますので、この機
会にぜひお越しください。

日　　時　４月７日（火）午後７時～９時
場　　所　大宮ソニックシティホール
参 加 費　無　料
申込方法　当日直接会場にお越しください。

 問合せ 　ＪＩＣＡ青年協力隊事務局募集課
☎０３・５２２６・９８１３

　交通安全の日キャンペーンが、宝登山ロープウェイ
山麓駅で行われ、交通安全団体の皆さんなどが参加し、
多くの観光客に啓発活動を行いました。 
　毎月１０日は交通安
全の日です。県、警察、
町、交通関係団体など
が中心となり、県民総
ぐるみの運動として交
通安全活動を推進して
います。 【２月１０日】

平成２７年度ＪＩＣＡボランティア募集平成２７年度ＪＩＣＡボランティア募集

交通安全の日キャンペーン交通安全の日キャンペーン

　第２１回秩父郡市彩の国２１世紀
郷土かるた大会が、長瀞町中央公民
館で開催されました。当町代表とし
て、個人戦は町大会の上位４名、団
体戦も上位４チームが出場しました。
個人戦では、当町代表の小林葉月さ
んと三橋円佳さんが決勝に進出し、
小林さんが優勝、三橋さんが準優勝
でした。団体戦では、当町代表チー
ムは惜しくも予選で敗退してしまい
ました。 【２月８日】

個人戦出場者
小
こばやし

林葉
は づ き

月・川
かわばた

端航
こう

己
き

・三
みつはし

橋円
ま ど か

佳・
小
こばやし

林咲
さ く ら

来
団体戦出場チーム
一支部Ａ・一支部Ｂ・一支部Ｃ・
三支部

◆初期救急医療◆
　入院の必要がなく外来で処置できると思われる帰宅可能な救急患者

◆二次救急医療◆
　入院治療を必要と思われる救急患者、救急車にて搬送された重症救急患者

○平日、休日の救急医療体制につい
ては秩父郡市医師会ホームページ
でもご確認いただけます。

　http://chichibu-ishikai.jp/
○医療機関の都合で変更になること
があります。

　秩父消防署北分署
　☎62・7119でご確認ください。

休日診療所
診療時間：午前10時～午後５時

在宅当番医
診療時間：午前９時～午後６時

４月５日

医師会休日診療所
（内・小）
熊木町

☎23－8561

あらいクリニック（内・小）　　　本町　　　☎25－2711
４月12日 小鹿野中央病院（診療科はお問い合わせください）　小鹿野町　☎75－2332
４月19日 石塚内科胃腸科医院（内・胃）　　下影森　　☎24－5010
４月26日 小鹿野中央病院（診療科はお問い合わせください）　小鹿野町　☎75－2332
４月29日 長瀞医新クリニック（内・外・泌）　長瀞町　　☎66－1000
５月３日 あらいクリニック（内・小）　　　本町　　　☎25－2711
５月４日 伊古田小児科医院（小）　　　　　皆野町　　☎62－4585
５月５日 あいおいクリニック（内・肝内・消内）　相生町　　☎26－7001
５月６日 南須原医院（内・外）　　　　　　長瀞町　　☎66－2038

診療時間：午前８時30分～翌日の午前８時30分
４月５日 秩父病院　　　和泉町　☎22－3022
４月12日 皆野病院　　　皆野町　☎62－6300
４月19日 秩父市立病院　桜木町　☎23－0611
４月26日 秩父病院　　　和泉町　☎22－3022
４月29日 秩父病院　　　和泉町　☎22－3022
５月３日 秩父病院　　　和泉町　☎22－3022
５月４日 皆野病院　　　皆野町　☎62－6300
５月５日 秩父市立病院　桜木町　☎23－0611
５月６日 秩父病院　　　和泉町　☎22－3022
※午後６時以降は、必ず電話で確認のうえ受診してください。

税務課・町民課窓口

●日曜開庁日　
　４月２６日は町議会議員一般選挙期日のため、
　日曜開庁は行いません。
　ご理解ご協力をお願いいたします。

税務課・町民課窓口

●日曜開庁日　
　４月２６日は町議会議員一般選挙期日のため、
　日曜開庁は行いません。
　ご理解ご協力をお願いいたします。


